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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第20回 佐賀市老人クラブ連合会 第20回 佐賀市老人クラブ連合会 
総会開催総会開催

一人でも多くの仲間を増やそう一人でも多くの仲間を増やそう
　令和７年５月 14日（水）メートプラザ佐賀で令和７年度の佐
賀市老人クラブ連合会総会を開催した。
　第１号議案として、令和６年度の事業報告及び会計報告を併せ
て報告し、監事から監査報告が行われ、審議の結果承認された。
次いで、第２号議案として令和７年度の事業計画案と予算計画案
について審議の結果、すべての議案が承認され、今年度も会員増
強に向け一致団結しスタートを切った。� （3ページに関連記事）

　令和６年度の歳入決算額
　　27,798,465 円

令和６年度の歳出決算額
　　26,942,410 円

次年度への繰越金額
　　　  856,055 円
令和７年度歳入・歳出予算額
　　27,630,153 円

佐賀市老連会長（当時）佐賀市老連会長（当時）
古賀 一彦古賀 一彦

佐賀市長佐賀市長
坂井 英隆氏坂井 英隆氏

佐賀市議会議長佐賀市議会議長
山口 弘展氏山口 弘展氏



佐 賀 市 老 連 第109号（2）令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

山
田
　
明

広
報
を
強
化
し

�

未
来
を
拓
こ
う

《会長あいさつ》　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

で
あ
り
ま
し
た
古
賀
一
彦
氏
が
８
月

20
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
と
し

て
、
８
月
の
理
事
会
に
て
承
認
頂
き
、

９
月
１
日
よ
り
会
長
と
し
て
働
か
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
古
賀
前
会
長
の
補
佐
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
後
任
の
会
長
と

し
て
の
職
責
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
ま
す
。
古
賀
前
会
長
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ど
こ
の
市
・
町
の
老
連
で

も
会
員
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
３
月
の
厚
生
労
働

省
の
全
国
介
護
保
険
・
高
齢
者
保
健

福
祉
担
当
課
長
会
議
で
公
表
さ
れ
た

資
料
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
予

算(

在
宅
福
祉
事
業
補
助
金
「
高
齢

者
地
域
福
祉
推
進
事
業
」)

に
お
け

る
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
並
び

に
市
町
村
老
連
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
各
自
治
体
に
対
し
物
価
の
高
騰

や
連
合
会
の
運
営
状
況(

老
人
ク
ラ

ブ
等
活
動
推
進
員
の
確
保
の
課
題
な

ど)

を
考
慮
し
、
適
切
な
改
定
を
行

う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
は
令
和
７
年
度
予

算
と
し
て
佐
賀
市
か
ら
の
査
定
額
と

し
て
前
年
度
と
変
わ
ら
ず
一
向
に
増

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
諸
物
価
の
高
騰

に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て

も
物
価
上
昇
の
あ
お
り
を
ま
と
も
に

受
け
、
実
質
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
金
は
目
減
り
し
て
い
る
こ
と
は
確

実
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
指
示
に
つ
い
て

は
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
予
算
は
確
実
に

付
け
て
お
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
老
人
ク
ラ
ブ
予
算
の
原
則
は
国
・

県
・
市
が
各
々
、
３
分
の
１
ず
つ
の

負
担
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
が
国
の
分
ま
で
の
３
分
の
２
を
負

担
し
て
お
ら
ず
、
実
質
29
％(

３
分

の
１
も
さ
れ
て
い
な
い
事
実)

の
負

担
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
国
へ

の
請
求
が
29
％
の
半
分
の
14
・
5
％

と
な
っ
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
り
、

結
果
、
国
の
予
算
が
余
っ
て
不
用
額

と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
来

れ
ば
、
全
老
連
よ
り
県
の
負
担
割
合

を
原
則
の
３
分
の
１
負
担
と
な
る
よ

う
厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け
て
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
は
理
解
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
役
員
等
に
成
り
手
が

い
な
い
こ
と
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
減

少
、
ひ
い
て
は
、
校
区
老
連
や
市
・

町
老
連
の
消
滅
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
増
や
す
為

に
は
、
自
治
会
の
理
解
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
財
政
的
に
も
、
地
域
自
治

会
か
ら
の
補
助
金
や
地
域
の
各
種
団

体
と
の
融
和
を
図
り
老
人
ク
ラ
ブ
の

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
努
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

昔
は
生
産
人
口
は
15
歳
か
ら
60
歳

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

大
学
生
が
卒
業
す
る
22
歳
か
ら
75
歳

ま
で
が
生
産
人
口
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
、
年
金
は
65
歳
以
上
か
ら
し

か
貰
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
健
康

状
況
が
許
す
の
で
あ
れ
ば
75
歳
以
上

で
も
働
い
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ

ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
を
少
し
で

も
長
く
楽
し
い
老
後
を
過
ご
す
為
に

は
や
は
り
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
必
要

で
あ
り
ま
す
。
全
老
連
で
は
石
川
県

金
沢
市
藤
江
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
会
員
数
倍

増
の
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
広
報
紙
を
作
成
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
し
て
会

員
数
が
倍
増
し
た
と
の
紹
介
で
し

た
。
広
報
紙
を
作
成
す
る
広
報
委
員

会
を
作
り
複
数
の
会
員
で
組
織
し
情



佐 賀 市 老 連（3）第109号 令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 7 年度 佐賀市老連副会長紹介
私たち佐賀市老連副会長一同は山田会長を
補佐し活発な活動になることを努めます。

塚本　三男塚本　三男 髙津　万亀代髙津　万亀代

報
の
共
有
化
や
、
事
業
の
継
続
性
を

図
る
こ
と
で
一
般
高
齢
者
や
地
域
住

民
へ
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
理
解
し

て
頂
く
こ
と
で
広
報
紙
は
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
佐
賀
市
老
連

の
広
報
紙
は
年
２
回(
９
月
と
２
月)

に
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
校
区
老
連

の
広
報
紙
や
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
広

報
紙
の
発
行
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
町
老
連
で
は
こ
の
こ
と
を
契

機
と
し
て
今
年
５
月
よ
り
月
１
回
の

広
報
紙
を
発
行
し
て
地
域
住
民
に
配

布
し
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
未
加
入
者
に

も
富
士
町
老
連
の
活
動
を
紹
介
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
が

ど
の
様
な
活
動
を
し
て
い
る
か
住
民

に
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し

て
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
で
地
域
に
貢

献
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
77
年
度
年
度

活

動

紹

介

一
人
ひ
と
り
が
担
う

�

会
員
加
入
促
進

佐
賀
市
老
連
総
会

　

今
年
で
合
併
し
て
20
回
目
と

な
る
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
を
５
月
14
日
（
水
）、メ
ー

ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
に
て
開
催
し
た
。

　

代
議
員
は
２
３
６
の
各
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
１
名
、
佐
賀
市

老
連
理
事
33
名
の
計
２
６
９
名
。

佐
賀
市
老
連
会
則
第
10
条
２
項

の
規
定
に
よ
り
構
成
人
員
の
過

半
数
の
出
席
で
成
立
し
、
議
事
は

出
席
人
員
の
過
半
数
で
決
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
代
議
員

構
成
数
１
３
５
名
の
参
加
に
よ

り
成
立
す
る
。
当
日
は
２
２
０

名
の
参
加
を
確
認
し
総
会
が
成

立
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
の
旧
佐
賀
市

と
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
・

三
瀬
村
の
合
併
か
ら
今
年
で
20

年
目
。
平
成
20
年
４
月
に
川
副

町
・
東
与
賀
町
・
久
保
田
町
と
合

併
し
て
18
年
目
と
な
る
が
、
未

だ
に
格
差
は
生
じ
て
お
り
、
旧

郡
部
の
地
区
の
会
員
の
加
入
率

が
高
い
こ
と
に
比
べ
、
旧
佐
賀

市
地
区
の
加
入
率
の
低
さ
は
歴

然
で
加
入
率
を
上
げ
る
こ
と
に

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
会

員
一
人
ひ
と
り
が
１
名
以
上
の

未
加
入
者
を
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

先
日
、
全
老
連
か
ら
の
お
知

ら
せ
で
、
石
川
県
の
金
沢
市
藤

江
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
倍
増
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が

入
っ
て
来
た
の
で
３
月
の
理
事

会
で
紹
介
し
た
。
約
13
分
の
動

画
だ
が
会
場
で
放
映
し
併
せ
て

Ｃ
Ｄ
に
入
れ
た
デ
ー
タ
を
33
名

の
理
事
に
配
布
し
各
校
区
老
連

の
役
員
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
。

　

内
容
は
毎
月
の
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
広
報
紙
で
紹
介
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
見
え
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
会
員
数
が
倍
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

広
報
紙
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

富
士
町
老
連
の
会
長
が
早
速
「
富

士
町
老
連
だ
よ
り
第
１
号
」
を

発
行
。
全
世
帯
へ
と
配
布
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
促
進
と

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
が
さ

れ
た
。
今
後
、
富
士
町
区
に
お

け
る
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
理
解
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
広
報
紙



佐 賀 市 老 連 第109号（4）令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 7 年度佐賀市老連 役員・理事名簿

役　職 氏　名 校　区
会　長 山田 　　明 金　立

副会長 塚本 　三男 本　庄
髙津 万亀代 西与賀

常務理事 中野 　公利 北川副

理　事

徳久　定雄 勧　興
枝永　一馬 循　誘
内田　健一 神　野
福井　章司 赤　松
山田　秀雄 西与賀
塚本　三男 本　庄
末次　　功 北川副
野口　正凱 巨　勢
山口　泰夫 蓮　池
御厨　康司 兵　庫
山田　　明 金　立
緒方　義弘 久保泉
尾畑　勝利 高木瀬
犬尾　貞秋 鍋　島
北川　英俊 嘉　瀬
陣内　　修 新　栄

役　職 氏　名 校　区

理　事

原武　継成 若　楠
柿内　紀大 諸　富
副島　秀雄 大　和
田中　　薫 富　士

一番ケ瀬 義教 三　瀬
竹下　孝英 南川副
田中　　信 西川副
江口　善己 中川副
石丸　義弘 東与賀
弥永　峯雄 久保田

女性理事

髙津 万亀代 西与賀
時尾 久美子 嘉　瀬
豆田 ツヤ子 三　瀬
小川　明子 金　立
枝吉 千年世 高木瀬
吉田 万壽子 鍋　島
太田 美津子 久保田

監　事 宮原　 周介 新　栄
田中　 欽二 三　瀬

事務局長 中野 　公利 北川副
事務局 長尾 由紀子 兵　庫

【旧佐賀市 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数
勧　興 16 484
循　誘 4 135
神　野 4 188
赤　松 3 61
日　新 0 0
西与賀 7 309
本　庄 7 213
北川副 5 67
巨　勢 5 206

校　区 クラブ数 会員数
蓮　池 4 121
兵　庫 11 332
久保泉 9 229
金　立 7 285
高木瀬 7 313
鍋　島 12 370
嘉　瀬 16 497
新　栄 6 233
若　楠 6 289
開　成 0 0
旧佐賀市

計 129 4,332

【旧郡部 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数
諸　富 21 922
大　和 7 264
富　士 12 526
三　瀬 6 281
南川副 8 207
西川副 7 236
中川副 12 351
大詫間 0 0
東与賀 8 263
久保田 14 349
旧郡部

計 95 3,399

令和7年度佐賀市老人クラブ連合会会員数
総合計 クラブ数 224／会員数7,731名 令

和
令
和
66
・・
77
年
度
年
度

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介

交通事故ゼロへ
� 危険予測と対策学ぶ

交通指導員講習会

　

令
和
7
年
１
月
16
日
（
木
）、
交

通
指
導
員
講
習
会
を
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ

佐
賀
に
て
佐
賀
市
生
活
安
全
課
主
催

で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
の
交
通
指
導
員
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
２
５
０
名
を
対
象
と
し

１
６
０
名
が
参
加
し
た
。

◎�

交
通
安
全
講
話
「
交
通
事
故
」

で
後
悔
し
な
い
た
め
に
！

　

佐
賀
県
警
察
本
部
交
通
部

　

交
通
企
画
課　

前
川
直
課
長

◎
運
転
時
の
危
険
予
測
に
つ
い
て

　
　

佐
賀
県
警
察
本
部
交
通
部

　

交
通
企
画
課　

川
崎
洋
課
長
補
佐

◎�

運
転
免
許
の
自
主
返
納
、
各
種
交
通

系
サ
ー
ビ
ス
、
出
前
講
座
の
案
内

　

佐
賀
市
生
活
安
全
課

　

交
通
安
全
・
防
犯
係



佐 賀 市 老 連（5）第109号 令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

補
助
金
の
理
解
が

�

活
動
の
力
に

事
例
か
ら
学
ぶ
友
愛
活
動

佐
賀
県
・
市
老
連

友
愛
活
動
県
内
交
流
集
会

女
性
部
が
企
画

�

音
楽
で
楽
し
く
交
流

佐
賀
市
老
連

�

女
性
部
に
よ
る
音
楽
会

会
計
担
当
者
説
明
会

　

令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）、

佐
賀
県
老
連
に
て
10
市
９
町
の

老
連
よ
り
各
２
名
、
計
38
名
が

参
加
し
開
催
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
の
中
野
事
務
局

長
よ
り
「
佐
賀
市
老
連
に
お
け

る
友
愛
活
動
の
す
す
め
方
」
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。
参

加
者
よ
り
熱
心
な
質
疑
が
な
さ

れ
、
盛
会
で
有
意
義
な
交
流
会

で
あ
っ
た
。

　

令
和
７
年
１
月
23
日
（
木
）、

佐
賀
市
柳
町
の
「
浪
漫
座
」
に
お

い
て
音
楽
会
を
開
催
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
の
女
性
部
に
よ
る

企
画
立
案
で
行
い
、
当
日
は
約

１
７
０
名
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売

し
大
盛
況
だ
っ
た
。
音
楽
会
を
機

に
女
性
部
の
絆
を
深
め
、
新
規
加

入
者
の
動
き
も
感
じ
ら
れ
た
。

　

令
和
７
年
１
月
22
日
（
水
）、

ほ
ほ
え
み
館
１
階
き
ら
き
ら
学
習

室
で
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

金
の
精
算
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

佐
賀
市
高
齢
福
祉
課
よ
り
開
催
。

　

校
区
老
連
よ
り
３
名
程
度
の
参

加
（
66
名
）
に

よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
清
算
を
行
う

よ
う
に
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

◎単位クラブへの補助金額
30 名未満� 23,280 円
30 名以上 60名未満� 46,560 円
60 名以上 90名未満� 69,840 円
90 名以上� 93,120 円

補助対象事業①～⑤が該当
①友愛・清掃活動
②地域見守り活動
③教養講座開催
④スポーツ活動
⑤損害賠償責任保険料



佐 賀 市 老 連 第109号（6）令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
7
年
2
月
26
日
（
水
）、

午
後
よ
り
久
留
米
市
老
連
役
員
40

名
と
佐
賀
市
老
連
正
副
会
長
・
各

部
の
部
長
・
総
務
部
理
事
計
15
名

と
の
意
見
交
換
会
を
ほ
ほ
え
み
館

4
階
音
楽
教
養
室
で
開
催
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
、
久
留
米
市
老
連

の
各
概
要
説
明
の
後
、
質
疑
応
答

が
あ
り
、
久
留
米
市
老
連
よ
り
組

織
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
そ

老
連
同
士
の
交
流
で

�

知
見
を
共
有

れ
に
対
し
佐
賀
市
老
連
で
は
、
33

名
の
理
事
で
専
門
部
会
（
総
務

部
・
教
養
部
・
体
育
部
・
福
祉
部
）

を
設
置
し
て
事
業
ご
と
に
専
門
部

会
で
協
議
し
て
理
事
会
に
諮
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
事

業
実
施
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。

　

ま
た
会
員
の
減
少
が
著
し
い
現

状
の
た
め
、
い
か
に
し
て
新
規
会

員
を
増
や
し
て
い
く
か
の
具
体
策

や
、
地
道
に
1
人
で
も
多
く
の
会

員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
確
認
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

�

広
が
る
笑
顔
の
輪

校
区
女
性
部
長
会
議

　

令
和
７
年
３
月
17
日
（
月
）、

佐
賀
市
老
連
校
区
女
性
部
長
会
を

富
士
町
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
ほ
ほ
え
み
館
に
集
合

し
て
富
士
町
大
串
地
区
の
神
水
川

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
を
実
施
。
そ
の
後
の
昼
食

と
懇
話
会
は
富
士
町
古
湯
温
泉
の

千
曲
荘
に
て
行
っ
た
。

　

26
校
区
老
連
の
女
性
部
長
の
う

ち
24
校
区
の
部
長
と
事
務
局
１
名

の
計
25
名
が
参
加
。
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り

（
パ
ー
33
）。

　

令
和
６
年
度
最
後
の
事
業
と
し

て
開
催
し
、
今
後
の
女
性
部
の
活

動
や
課
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
有
意

義
な
会
議
と
な
っ
た
。

久留米市老連との意見交換会

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介

大会結果
優　勝　本告ミヨ子　循　誘　31 打
準優勝　植松　淑子　神　野　33 打
第 3 位　香月　久子　西与賀　34 打
第 4 位　井上　光子　久保泉　35 打
第 5 位　時尾久美子　嘉　瀬　36 打



佐 賀 市 老 連（7）第109号 令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ロ
コ
モ
対
策
で

�

地
域
の
健
康
支
援

友
愛
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
研
修
会

　

令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）、

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、
今
年
度
の
友
愛
活
動
ヘ

ル
パ
ー
３
６
１
名
の
う
ち
１
８
７

名
が
参
加
し
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
友
愛
活
動
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
心
構
え
や
、

活
動
の
や
り
方

等
に
つ
い
て
の

研
修
を
行
い
、
株

式
会
社
ミ
ズ
よ

り
「
ロ
コ
モ
」
に

つ
い
て
の
講
話

が
行
わ
れ
た
。

　

令
和
7
年
5
月
1
日
（
木
）、

佐
賀
市
長
と
佐
賀
南
警
察
署
が

「
交
通
安
全
指
導
者
」
と
「
交
通

安
全
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」を
、

本
庄
校
区
老
連
と
大
学
生
の
計
36

名
に
委
嘱
し
た
。

　

本
庄
校
区
老
連
（
塚
本
三
男
会

長
）
と
、
佐
賀
大
学
理
工
学
部
３

年
生
が
佐
賀
南
警
察
署
長
よ
り
委

嘱
状
を
受
け
取
り
、
今
年
一
年
、

各
種
活
動
を
行
い
、
１
件
で
も
交

通
事
故
が
少
な
く
な
る
よ
う
尽
力

す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

大
会
結
果

優　

勝　

諸
富
町
老
連
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

諸
富
町
老
連
Ｂ
チ
ー
ム

第
3
位　

久
保
田
町
老
連
チ
ー
ム

第
3
位　

兵
庫
校
区
老
連
チ
ー
ム

本庄校区老連へ委嘱状

令和 7 年度交通安全指定校区

9
校
区
10
チ
ー
ム
が
熱
戦

�

諸
富
町
老
連
A
が
優
勝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
７
年
６
月
５
日
（
木
）、

佐
賀
市
民
運
動
広
場
に
て
市
老
連

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

た
。
予
定
し
て
い
た
６
月
11
日
、

12
日
が
雨
の
予
報
で
あ
っ
た
た

め
、
急
き
ょ
６
月
５
日
に
前
倒
し

で
行
っ
た
。

　

参
加
は
当
初
10
校
区
老
連
14

チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
日
程
を
変
更

し
た
こ
と
で
参
加
で
き
な
い
チ
ー

ム
が
生
じ
、
９
校
区
老
連
10
チ
ー

ム
の
参
加
と
な
っ
た
。
４
コ
ー
ト

に
分
か
れ
予
選
を
行
い
、
決
勝
戦

に
４
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
熱
戦
を
展
開
し
た
。



佐 賀 市 老 連 第109号（8）令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

会
員
増
加
の
事
例
を
発
表

理
事
研
修
会

　

令
和
７
年
６
月
23
日
（
月
）、

定
例
の
理
事
会
終
了
後
、
理
事
研

修
会
を
開
催
。
こ
の
研
修
会
は
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
ほ
ほ

え
み
館
内
で
開
催
し
た
。

　

総
務
部
・
教
養
部
・
体
育
部
・

福
祉
部
の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
け
る
課
題
・

問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
っ
た
。
今
年
は
特
に
、
総
務
部

　

令
和
7
年
6
月
23
日
（
月
）
10
時
か

ら
定
例
理
事
会
終
了
後
、
4
つ
の
専

門
部
会
ご
と
に
分
か
れ
討
議
を
行
い
、

発
表
を
行
っ
た
。

・
各
部
に
お
け
る
課
題
と
問
題
点

・
会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・�

各
町
・
校
区
老
連
に
お
け
る
課
題
と

問
題
点
に
つ
い
て

・
そ
の
他

【
部　

長
】
柿
内
紀
大

【
副
部
長
】
犬
尾
貞
秋

【
部　

員
】
江
口
善
己
、
山
口
泰
夫
、

弥
永
峯
雄
、
緒
方
義
弘
、
陣
内
修
、
古

賀
一
彦

【
司
会
進
行
・
記
録
】
犬
尾
貞
秋

【
発　

表
】
犬
尾
貞
秋

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介

で
は
総
会
に
お
け
る
会
費
に
つ
い

て
の
質
問
提
言
が
あ
り
、
佐
賀
市

老
連
の
会
費
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

　

全
体
的
に
は
、
会
員
の
減
少
が

著
し
い
状
況
で
あ
り
、
ど
う
す
れ

ば
会
員
数
が
増
え
る
の
か
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
し
た
。
ま
た
今

年
度
、
会
員
の
増
加
が
認
め
ら
れ

た
４
つ
の
校
区
老
連
が
「
勧
興
・

金
立
・
若
楠
・
富
士
」
だ
っ
た
た

め
、
当
該
会
長
よ
り
発
表
が
行
わ

れ
た
。

　

今
年
度
の
総
会
で
は
会
費
に
つ
い

て
質
問
提
言
が
あ
り
、
今
後
の
会
費

の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性
を

確
認
す
る
た
め
討
議
を
行
っ
た
。

〇
総
会
指
摘
事
項
に
つ
い
て

・�

会
員
の
多
い
、
少
な
い
で
地
区
差
が

あ
る
。
会
員
一
人
当
た
り
と
い
う
こ

と
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

・�

各
校
区
が
一
人
当
た
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
ま
ま
で
良
い

の
で
は

〇
会
員
増
強
と
し
て
は

・�

年
々
、
会
員
増
強
運
動
に
力
を
入
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
地
区
で
も

減
少
と
な
っ
て
い
る

・�

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
の
広
報

・�

単
位
ク
ラ
ブ
に
関
係
な
く
ワ
ン
チ
ー

ム
と
し
て
設
立
を
進
め
る
べ
き
で
は

・�

現
会
員
に
未
加
入
の
知
り
合
い
の
方

へ
の
声
か
け
で
の
加
入
依
頼

・
サ
ロ
ン
と
の
関
係

・�

自
治
会
長
会
で
の
地
区
ク
ラ
ブ
の
設

立
と
長
生
会
へ
の
活
動
助
成
金
交
付

に
つ
い
て

・�

自
治
会
長
を
辞
め
た
も
の
は
長
生
会

に
加
入
す
る
と
い
う
地
区
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
は
（
制
度
化
）

・
魅
力
あ
る
老
人
会
つ
く
り
を
目
指
す

・�

健
康
増
進
を
目
指
す
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
い
ご
手
玉
、
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
等

を
取
り
入
れ
た
活
動

①
老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方

・
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
。

・�
活
動
内
容
の
広
報

・�
健
康
増
進
の
た
め
の
ゲ
ー
ム
な
ど
の

実
施

・
自
治
会
か
ら
の
助
成

②�

加
入
依
頼
の
方
法
と
し
て
は
…
会

員
・
会
長
な
ど
に
よ
る
声
掛
け
と

お
誘
い

③
目
標
設
定
で
の
万
歩
計
活
用

市
老
連
理
事
研
修
会
報
告
書

総
務
部



佐 賀 市 老 連（9）第109号 令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

【
部　

長
】
枝
永
一
馬

【
副
部
長
】
北
川
英
俊

【
部　

員
】�

原
武
継
成
、
枝
吉
千
年
世
、

吉
田
万
壽
子
、
太
田
美
津
子
、
豆
田

ツ
ヤ
子
、
塚
本
三
男

【
司
会
進
行
・
記
録
】
北
川
英
俊

【
発　

表
】
北
川　

英
俊

◯
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展
・

　
市
老
連
だ
よ
り
に
つ
い
て

・�

趣
味
の
作
品
展
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｒ
が

行
き
届
い
て
い
な
い
。

・�

市
報
等
が
市
民
に
見
ら
れ
て
い
な
い

等
・�

市
老
連
だ
よ
り
が
会
員
に
配
布
さ
れ

て
い
る
か
疑
問

・�

脳
ト
レ
ク
イ
ズ
も
応
募
者
少
な
く
、

市
老
連
だ
よ
り
で
回
答
を
記
載
す
る

＊�

趣
味
の
作
品
展
で
一
度
入
賞
後
は

３
年
間
入
賞
が
で
き
な
い
…
入
選

後
も
特
別
賞
で
表
彰
、
も
し
く
は

連
続
で
も
入
賞
可
と
す
る
（
条
件

廃
止
）。
毎
回
出
品
し
て
い
た
だ
く

＊�

趣
味
の
作
品
展
を
テ
レ
ビ
、
新
聞

で
Ｐ
Ｒ
す
る

〇
会
員
増
強
に
つ
い
て

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
名
前
で
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
。

①�

老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称
の
変
更
を
考

え
る
（
若
い
人
が
老
人
と
い
う
言

葉
に
抵
抗
感
あ
り
）

②�

会
員
に
な
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

例
：

タ
ク
シ
ー
料
金
の
割
引
の
減
少

◆
取
り
組
み

　

自
治
会
で
の
65
歳
以
上
の
名
簿
を

作
成
し
勧
誘
す
る
（
デ
メ
リ
ッ
ト
は

退
職
年
齢
の
引
き
上
げ
）。

【
部　

長
】
福
井
章
司

【
副
部
長
】
時
尾
久
美
子

【
部　

員
】
野
口
正
凱
、
御
厨
康
司
、

末
次
功
（
代
理
出
席
）、
尾
畑
勝
利
、

田
中
薫
、
小
川
明
子
、
髙
津
万
亀
代

【
司
会
進
行
】
福
井
章
司
、
時
尾
久
美
子

【
記　

録
】
髙
津
万
亀
代

【
発　

表
】
田
中
薫

◯
問
題
点

・�
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
…
早
め
に
な
っ

た
予
定
変
更
（
雨
）
し
た
理
由

・�

６
月
で
良
い
が
予
備
日
を
も
っ
と
先

に
し
て
ほ
し
い
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
全
体
が
7
、
8
、
9
月
は

や
め
て
全
国
大
会
に
む
け
て
す
る
。

・�

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
と
き

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
調
整

※�

兵
庫
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
や
め
て
）
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
い
ご
手
玉
大
会
を
実
施
。
11
月

5
日
の
交
通
安
全
Ｇ
Ｇ
大
会
に
は
、

交
通
安
全
指
導
員
（
高
木
瀬
）、
本

部
役
員
（
兵
庫
）、代
表
者
（
北
川
副
）

が
出
る
。

・�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
高
齢
者
が
多
く
て

難
し
い
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
歩
く
こ
と
が
多
い
の
で
無
理
な
人

が
多
い

・
項
目
に
ペ
タ
ン
ク
を
挙
げ
て
ほ
し
い

・�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
年
に
何
回
か
増

や
し
て
ほ
し
い

・�

い
ご
手
玉
が
し
や
す
い
の
で
女
性
委

員
の
方
で
進
め
て
い
く

・
用
具
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
借
り
る

・�

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
対
し
て
の
日
当
は
？

※�

女
性
部
に
予
算
を
あ
げ
る
（
友
愛

活
動
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
）

※�

富
士
…
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
予
算
は

使
っ
て
い
な
い

※
兵
庫
…
真
心
雑
巾
を
幼
稚
園
な
ど

　

に
配
る

・�

ま
ち
協
の
中
に
老
人
ク
ラ
ブ
も
入
っ

て
全
員
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
。

・�

末
端
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な
い
地
区
が

多
い
。
弔
辞
を
読
ん
で
ほ
し
い
か
ら

入
会
し
て
い
る
。

・
市
か
ら
の
要
請
が
多
す
ぎ
る
。

【
部　

長
】
徳
久
定
雄

【
副
部
長
】
内
田
健
一

【
部　

員
】
副
島
秀
雄
、石
丸
義
弘
（
欠

席
）、
竹
下
孝
英
、
一
番
ケ
瀬
義
教
、

山
田
秀
雄
、
山
田
明

【
司
会
進
行
・
記
録
】
内
田
健
一

【
発　

表
】
徳
久
定
雄

◯
活
動
状
況

・
三　

瀬　

村
の
2
ク
ラ
ブ
が
休
止
中

・
大　

和　

�

会
員
が
減
少
し
１
０
８
名

が
42
名
に
。
会
長
の
な
り

手
が
い
な
い

・
南
川
副　

�

2
ク
ラ
ブ
減
で
10
ク
ラ
ブ

が
8
ク
ラ
ブ
に
。
見
守
り

活
動

・
西
与
賀　

7
ク
ラ
ブ
、
23
名
減
少

・
神　

野　

1
ク
ラ
ブ
、
48
名
減
少

・
勧　

興　

�

2
ク
ラ
ブ
増
加
。
11
ク
ラ

ブ
中
、
女
性
会
長
8
名

※�

佐
賀
市
の
小
城
原
自
治
会
協
議
会

会
長
の
努
力
で
、
単
位
ク
ラ
ブ
が

新
設
さ
れ
た
。

教
養
部

体
育
部

福
祉
部



佐 賀 市 老 連 第109号（10）令和7年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

活

動

紹

介

知
力
を
尽
く
し
た
白
熱
戦円滑なクラブ運営に

後継者の育成を

佐
賀
市
老
連
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
７
年
６
月
26
日
（
木
）、

ほ
ほ
え
み
館
に
て
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
開
催
し
、
囲
碁
の
部
26
名
、

将
棋
の
部
８
名
が
参
加
し
た
。

　

対
局
は
ス
イ
ス
方
式
の
４
回
戦

と
し
、
囲
碁
13
面
、
将
棋
４
面
で

真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

囲碁の部
【大 会 結 果】

順　位 氏　名 校区老連名
優　勝 西　　博司 　2 段 本庄校区老連
準優勝 梅崎　秀之　５段 勧興校区老連
第３位 園田　克明　３段 兵庫校区老連
第４位 福岡　　浩　３段 勧興校区老連
第５位 福富　正文　４段 金立校区老連
第６位 御厨　康司　３段 兵庫校区老連
第７位 鷲崎　輝彦　４段 兵庫校区老連
第８位 志津田和己　３段 久保田町老連
第９位 中原　正夫　３段 嘉瀬校区老連
第 10 位 後藤　修一　５段 勧興校区老連

【敬称略】

将棋の部
順　位 氏　名 校区老連名
優　勝 徳富　平征　２段 中川副校区老連
準優勝 江頭　　豊　５級 諸富町老連
第３位 中村　　弘　初段 久保田町老連
第４位 江口　秀信　５級 久保田町老連
第５位 山田　末敏　３級 本庄校区老連

【敬称略】

　

令
和
７
年
７
月
10
日
（
木
）、
新

任
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

を
ほ
ほ
え
み
館
４
階
視
聴
覚
室
に

て
開
催
し
た
。

　

今
年
度
の
新
規
会
長
該
当
者
は

46
名
で
、
う
ち
42
名
が
参
加
。
当

時
の
古
賀
一
彦
会
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
長
で
も
あ
る
髙
津
万
亀
代

副
会
長
か
ら
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

の
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
講
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

次
に
、
中
野
事
務
局
長
よ
り
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
心
得
等

に
つ
い
て
リ
ー
ダ
ー
必
携
を
参
考

と
し
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

役
員
へ
の
な
り
手
が
な
く
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
消
滅
が
見
ら
れ
て
い

る
現
状
で
は
、
い
か
に
老
人
ク
ラ

ブ
で
の
集
ま
り
を
楽
し
く
で
き
る

か
が
一
番
の
問
題
で
あ
る
。
会
長

一
人
で
頑
張
ら
ず
、
副
会
長
や
役

員
の
力
を
上
手
に
使
い
ス
ム
ー
ズ

に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
も
後
継
者
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

新任単位老人クラブ会長研修会
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ニュースポーツ体験講習会 ガラッキー初導入、4 種目に挑戦
　

令
和
７
年
７
月
18
日
（
金
）、

佐
賀
市
立
体
育
館
で
今
年
度

第
１
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

各
校
区
老
連
か
ら
４
名
と

佐
賀
市
老
連
正
副
会
長
、
体

育
部
理
事
、
体
育
指
導
員
の

計
１
２
１
名
が
参
加
し
た
。

　

佐
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
よ
り
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
「
室
内
モ
ル
ッ

ク
、
い
ご
手
玉
、
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
ガ
ラ
ッ
キ
ー
」
の

４
種
目
の
競
技
方
法
を
実
際

に
体
験
。

　

今
回
初
め
て
の
種
目
と
し

て
ガ
ラ
ッ
キ
ー
も
導
入
。
今

後
、
各
校
区
に
広
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
う
。

いご手玉

室内モルック ガラッキー

スカットボール

第２回目の講習会は、
11月26日に開催予定！
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全
国
に
８
万
５
０
０
０
以
上

の
数
が
あ
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
」。

高
齢
者
を
会
員
と
し
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

や
社
会
参
加
な
ど
の
活
動
を
行

う
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
自

主
的
な
組
織
で
す
。
会
員
数

は
、
１
９
９
８
年
の
８
８
７
万

人
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０
２
２
年

は
４
３
８
万
人
と
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
、
１
９
９
８

年
の
２
０
５
１
万
人
か
ら
、

２
０
２
２
年
に
３
６
２
３
万
人

と
大
き
く
増
え
て
い
る
の
で
、

一
見
す
る
と
不
思
議
に
感
じ
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

る
人
の
割
合
は
43
％
か
ら
12
％

に
ま
で
激
減
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
理
由
は
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
高
齢
者
が
「
少
数

派
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
１
９
９
８
年
の
高
齢
化

率
（
総
人
口
に
対
す
る
高
齢
者

の
割
合
）
は
16
％
で
し
た
が
、

２
０
２
２
年
は
29
％
。
高
齢
者

は
少
数
派
で
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
い
つ
も
若
い
年
代
の
人
た

ち
の
中
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、

「
た
ま
に
は
年
寄
り
だ
け
で
集

ま
っ
て
話
し
た
り
、
楽
し
ん
だ

り
し
よ
う
か
」
と
思
う
で
し
ょ

う
が
、
今
は
、
外
に
出
れ
ば
い

つ
で
も
同
世
代
が
い
る
よ
う
な

状
態
で
す
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
集

ま
る
動
機
が
生
ま
れ
ま
せ
ん

し
、
そ
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
二
に
、
地
域
限
定
の
閉
じ

た
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
日

常
的
に
声
を
か
け
合
い
、
歩
い

て
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
小

地
域
の
範
囲
で
組
織
し
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
の
規
模
は
、
お
お

む
ね
30
名
か
ら
１
０
０
名
を
標

準
と
し
て
い
ま
す
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
の
顔

見
知
り
同
士
が
、
昔
か
ら
の
関

係
そ
の
ま
ま
に
集
ま
っ
て
い
る

状
態
が
想
像
で
き
ま
す
。
先
輩
・

後
輩
や
上
下
の
関
係
も
存
在
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
に
あ
る
硬
直
的
な
人
間
関
係

が
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ

て
、
入
会
す
る
人
を
減
ら
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
き
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
企
画
・
実
施
さ
れ
る

も
の
と
は
、
そ
の
選
択
肢
の
幅

に
も
レ
ベ
ル
に
も
か
な
り
の
差

が
あ
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
・
教
養
、
趣
味
と
い
っ
た

多
様
な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
、

高
齢
者
大
学
校
や
文
化
セ
ン

タ
ー
、
行
政
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企

業
が
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
仕
事
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
人
た
ち
の
企
画
力
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
手
作
り
が
太
刀
打

ち
で
き
な
い
の
は
当
然
と
い
え

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
・
サ

ラ
ソ
ン
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
に
対
す
る
肯
定
的
な
感
覚

の
こ
と
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

感
覚
」
と
呼
び
、
次
の
よ
う
に

定
義
し
ま
し
た
。

「
他
者
と
の
類
似
性
の
知
覚
、

他
者
と
の
相
互
依
存
的
関
係
の

承
認
、
他
者
が
期
待
す
る
も
の

を
与
え
た
り
自
分
が
期
待
す
る

も
の
を
他
者
か
ら
得
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
相
互
依
存
関
係

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
に

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
数
が

激
減
し
て
る
の
は
、な
ぜ
か
？
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を
進
ん
で
維
持
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
、
自
分
は
あ
る
大
き
な

依
存
可
能
な
安
定
し
た
構
造
の

一
部
分
で
あ
る
と
い
う
感
覚
」

　

こ
の
観
点
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

を
見
る
と
、
ま
ず
「
他
者
と
の

類
似
性
」
は
、「
高
齢
者
で
あ

る
こ
と
」
と
「
そ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
」
と
い
う
2
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ま
た
、

外
形
的
な
も
の
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

　

一
方
で
、
例
え
ば
高
齢
者
大

学
校
や
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の

よ
う
な
所
で
は
、「
歴
史
好
き
」

な
ど
趣
味
や
関
心
が
共
通
し
て

お
り
、
学
び
た
い
と
い
う
欲
求

に
も
類
似
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
外
形
的
で
は
な
く
内
面

の
類
似
性
で
あ
り
、
だ
か
ら
、

遠
く
か
ら
で
も
わ
ざ
わ
ざ
通
っ

て
く
る
人
が
多
い
の
で
し
ょ

う
。

　

次
に
、「
他
者
と
の
相
互
依

存
的
関
係
」
で
は
、
地
域
で
長

く
暮
ら
し
て
き
た
中
で
で
き
た

先
輩
・
後
輩
関
係
や
上
下
関
係

が
あ
り
そ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
に

比
べ
て
、
高
齢
者
大
学
校
で
は
、

講
師
や
リ
ー
ダ
ー
の
前
で
は

皆
「
受
講
生
」
と
い
う
同
じ
立

場
に
な
っ
て
教
え
合
う
、
助
け

合
う
、
褒
め
合
う
と
い
っ
た
相

互
依
存
の
関
係
が
で
き
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
心
地
よ
い
相
互
依
存
関
係
を

維
持
し
よ
う
と
努
め
、
そ
の
場

の
発
展
に
も
協
力
的
な
姿
勢
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

実
際
、
学
び
の
場
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
で

も
、
目
的
や
趣
味
・
関
心
を
同

じ
く
し
て
集
ま
っ
た
高
齢
者
の

方
々
の
言
動
は
、
と
て
も
規
範

的
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
感

覚
に
あ
ふ
れ
て
い
る
状
態
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

役
割
を
終
え
た
と
は
思
い
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
高
齢
者
が
い
る
世
帯

の
う
ち
、
高
齢
者
だ
け
で
住

む
世
帯
は
６
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
は
な
か
な
か
頼
れ
な

い
状
況
で
あ
り
、
長
い
高
齢
期

を
自
立
し
て
楽
し
く
暮
ら
す
に

は
、
高
齢
者
同
士
の
互
助
関
係

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
目
的
や
活
動
内
容
を
見

直
し
、
世
の
中
に
あ
ま
た
あ
る

講
座
や
活
動
の
よ
う
な
も
の
と

は
一
線
を
画
し
た
、
互
助
関
係

の
強
化
・
深
化
に
絞
っ
た
も
の

と
し
て
再
生
を
図
る
―
―
と
い

う
方
向
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、「
地
域
を
限
定
し

な
い
」「
役
職
な
ど
の
上
下
関

係
や
、
組
織
運
営
の
方
法
な
ど

を
見
直
す
」
な
ど
し
て
、
出
入

り
が
し
や
す
い
自
由
な
組
織
に

変
わ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名

称
が
よ
く
な
い
（
か
ら
入
会
し

た
く
な
い
）
と
い
う
声
も
聞

き
ま
す
が
、
何
の
た
め
に
集
ま

る
か
と
い
う
目
的
が
定
ま
れ

ば
、
名
称
も
変
わ
り
、
入
会
の

ハ
ー
ド
ル
も
下
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
６
３
年
施
行
の
「
老
人
福

祉
法
」
に
お
い
て
位
置
付
け
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
当
時

と
今
と
で
は
、
高
齢
者
の
割
合

も
、
健
康
状
態
や
体
力
も
、
社

会
に
お
け
る
役
割
も
大
違
い
で

す
か
ら
、
根
本
的
な
見
直
し
は

必
然
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
老
い
の
工
学
研
究
所
提
供
）
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令和７年度
佐賀県老人クラブリーダー研修会

　

令
和
７
年
７
月
25
日
（
金
）、
ア
バ
ン

セ
ホ
ー
ル
に
て
、
佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
賀
県

内
市
町
老
連
よ
り
３
０
０
名
、
佐
賀
市
老

連
か
ら
は
52
名
が
参
加
し
た
。

　

式
典
に
は
、
佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議

会
議
長
の
来
賓
を
迎
え
、
当
時
の
古
賀
一

彦
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
功
労
表
彰
７
名
と
、
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
表
彰
２
ク
ラ
ブ
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。
佐
賀
市
老
連
か
ら
は
、
育
成
功
労
表

彰
と
し
て
鍋
島
校
区
老
連
の
馬
場
重
利

氏
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
と
し
て
本
庄

校
区
老
連
の
東
寺
小
路
元
気
会
と
鍋
島
校

区
老
連
の
蛎
久
長
生
会
の
２
ク
ラ
ブ
が
表

彰
を
受
け
た
。

　

事
例
発
表
は
、
富
士
町
老
連
の
田
中
会

長
よ
り
「
富
士
校
区
老
連
の
活
動
紹
介
」

と
、勧
興
校
区
老
連
の
徳
久
会
長
よ
り「
勧

興
校
区
老
連
に
お
け
る
会
員
拡
大
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

　

午
後
は
、い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
後
、

講
演
と
し
て
、
佐
賀
の
ホ
ス
ピ
ス
を
す
す

め
る
会
の
海か
い
ぜ
ん
じ

壖
寺
住
職
で
あ
る
山
下
一
徹

氏
か
ら
「
現
役
住
職
に
よ
る
老
活
」
と
題

し
て
講
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
舞
台
発
表
が
あ
り
、
白
石

町
老
連
か
ら
民
謡
「
お
り
き
ん
ば
っ
ち
ゃ

ん
」「
佐
賀
タ
ン
ス
長
持
唄
」、
玄
海
町

老
連
か
ら
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
①
東
京
ブ

ギ
ウ
ギ
②
玄
海
音
頭
、
多
久
市
老
連
か
ら

キ
ッ
チ
ン
バ
ン
ド
①
ド
レ
ミ
の
歌
②
証

城
寺
の
狸
ば
や
し
、
上
峰
町
老
連
か
ら

体
操
・
桃
太
郎
健
康
体
操
が
披
露
さ
れ
、

ど
の
演
目
も
会
場
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

　

最
後
に
、
佐
賀
県
老
連
の
馬
場
崎
副

会
長
か
ら
閉
会
の
こ
と
ば
が
あ
り
終
了

し
た
。

　佐賀市老連では以前、弁護士による無料法律相談を開設していましたが、弁護
士事務所が閉鎖となり中止していました。そのようななか、行政書士より「相続
に関する無料相談室」を開設することになりました。
　相談のある方は佐賀市老連事務局に連絡し、日程調整を行い「無料相談室」を
開設しますのでご利用ください。

【最近の相談事例から】
　相談者は 60 代後半の男性。3 人姉妹の長男で、数年前に父親を看取り、現在は
施設入所中の母親についての相談。「母親に認知症の症状が出てきているが、遺言
書は書けるのか」とのこと。
　残念ながら遺言書に必要な判断能力が十分認められないだろうとの結論でした
が、ここで、新たな問題が発覚し、近くに住む 70 代の姉も認知症になり、デイサー
ビスに通っているという。この状況で母親が亡くなられた場合、兄弟 3 人での「遺
産分割協議」を行うことができず、預金等の名義変更もできなくなる。裁判所で、
姉に代わって相続手続きを行う「後見人」を選定してもらわなければならず、費
用も手間も倍加してしまう…。
　このようなケースについては、母親が元気なうちにきちんと遺言書を残してお
くか、姉がしっかりしている時に、認知症リスクに備えて家族との間で「任意後
見契約」を結んでおくことで、事前に問題を解消することができます。馴染みの
ない法律用語も、まずは知ることから始めてみませんか？

行政書士による
無料相続相談室の開設

日
頃
の
功
績
称
え
表
彰
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新栄校区老連顧問
青木　昭生（93）

健
康
体
操
15
年

会
員
投
稿

　

近
く
の
公
民
館
で
開
か
れ
る
毎
週

１
回
１
時
間
の
健
康
体
操
教
室
に
入

会
し
て
か
ら
、
15
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

78
歳
で
退
職
し
、
残
り
の
人
生
を

ど
う
生
き
る
か
を
考
え
た
時
、
ま
ず

健
康
が
第
一
と
考
え
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
連
れ
合
い
が
、
健
康
体
操
の
指

導
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
迷
い
な
く

教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

十
数
人
の
教
室
で
男
性
は
私
１
人

で
最
高
齢
。
お
か
げ
で
皆
さ
ん
か
ら

親
し
く
接
し
て
も
ら
い
ま
す
。
私
も

甘
え
な
が
ら
も
元
気
を
い
た
だ
き
、

で
き
な
い
と
こ
ろ
は
休
み
な
が
ら
、

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
高

齢
に
し
て
は
身
体
が
動
く
方
で
す
。

腰
も
曲
が
ら
ず
元
気
な
の
は
、
こ
の

健
康
体
操
を
続
け
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
か
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

誰
し
も
高
齢
に
な
る
と
、
健
康
の

大
切
さ
は
自
覚
し
て
い
ま
す
が
、
い

ざ
実
践
と
な
る
と
踏
ん
切
り
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
何
事
も
そ
う
で
す

が
、
１
人
で
は
な
か
な
か
実
行
で
き

ず
、
長
続
き
し
な
い
も
の
で
す
が
、

仲
間
が
集
ま
り
、
団
体
で
行
動
す
れ

ば
継
続
で
き
る
も
の
で
、
何
事
も
「
よ

し
！
」
と
い
う
決
断
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
言
う
私
で
す
が
、
今
年
に
な
っ

て
体
調
不
良
な
ど
で
、
ふ
と
気
づ
く

と
、
病
院
通
い
の
ほ
か
外
出
も
し
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
愕
然

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
だ
め
な
の

で
、「
よ
し
！
」
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
病
気
は
治
療
し
な
が
ら
、
健
康

体
操
の
継
続
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
、
心
で
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

４
月
16
日
佐
賀
新
聞

�

ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

勧
興
校
区
老
連
　
会
長
　
徳
久
　
定
雄

老
人
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
会
で
表
彰
に
感
謝

　

令
和
７
年
２
月
中
旬
、
市

社
協
職
員
の
方
か
ら
訪
問

を
う
け
、
表
彰
の
通
知
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
は
活
動
の
イ
メ
ー

ジ
が
身
に
覚
え
が
な
く
、
な

ぜ
と
繰
り
返
し
ま
し
た
。
職

員
の
方
は
、
健
康
講
座
で
の

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
対
応

で
命
を
守
っ
た
こ
と
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
が
大
き

な
社
会
貢
献
の
高
齢
者
見

守
り
活
動
を
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
話
さ
れ
納
得
。
表

彰
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

91
歳
で
こ
の
よ
う
な
社

会
的
表
彰
を
受
け
る
こ
と

は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
、

こ
の
こ
と
を
孫
た
ち
に
表

彰
状
を
見
せ
話
し
た
と
こ

ろ
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
宝
物

を
見
習
っ
て
い
く
よ
」
と
言

う
姿
に
思
わ
ず
涙
し
ま
し

た
。

　

日
頃
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
パ
ー
の
皆
様
、
そ
の
指

導
を
さ
れ
て
い
る
理
事
・
事

務
局
の
方
々
に
感
謝
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
１
０
０
歳
・

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発

展
、
社
会
福
祉
の
普
及
に
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
念
じ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鍋
島
校
区
老
連
　
会
長
　
犬
尾
　
貞
秋
（
78
）

親
子
孫
3
代
の
家
族
旅
行

会
員
投
稿

川
副
町
　
今
町
　
　
操
（
74
）

超
高
齢
化
時
代
を
生
き
る

会
員
投
稿

　

私
た
ち
夫
婦
の
子
ど
も
は
「
３
姉

妹
」。
そ
の
３
人
の
子
ど
も
に
年
末
、

１
泊
２
日
の
「
親
子
孫
３
代
の
家
族
旅

行
」
を
計
画
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。

　

行
程
な
ど
全
く
知
ら
ず
、
行
っ
て
の

お
楽
し
み
旅
行
で
す
。

　

30
日
は
桜
島
と
鹿
児
島
市
内
観
光
。

31
日
は
霧
島
神
宮
参
拝
な
ど
と
買
い
物

を
楽
し
む
も
の
で
し
た
。
２
日
間
と
短

　

２
０
２
５
年
は
、
い
よ
い
よ
団
塊

の
世
代
の
す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
と

な
り
、
今
後
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
、
超
高
齢
化
時
代
で
す
。
世

間
で
は
２
０
４
０
年
問
題
と
し
て
高

齢
化
予
測
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
都
市
圏
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
方
で
は
今
も
既
に
衰
弱
の
一
途

で
す
。
近
未
来
、
日
本
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
生
活
環
境
も
変
わ
り
つ
つ

あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
な
ど

も
危
機
感
が
増
し
て
い
ま
す
。
役
員
、

い
日
程
で
し
た
が
、
老
夫
婦
に
と
っ
て

は
親
子
孫
11
人
で
ゆ
っ
く
り
話
し
合
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ん
だ

り
、
楽
し
い
時
間
と
お
い
し
い
料
理
を

満
喫
で
き
ま
し
た
。

　

笑
い
の
中
で
の
ト
ラ
ン
プ
遊
び
や
、

私
た
ち
老
夫
婦
へ
の
手
助
け
と
心
配
り

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
後
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
今
流

行
り
の
歌
ば
か

り
で
、
若
者
に

は
つ
い
て
い
け

な
い
こ
と
を
実

感
。
そ
れ
と
と

も
に
、
孫
た
ち

の
仲
、
そ
の
成

長
と
頑
張
り
を

心
強
く
、
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

計
画
し
た
子
ど
も
と
、
参
加
し
て
く

れ
た
孫
た
ち
に
感
謝
。
あ
り
が
と
う
。

2
月
26
日
佐
賀
新
聞

�

ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

新
規
会
員
勧
誘
で
は
、「
定
年
延
長
で

ま
だ
仕
事
中
」「
興
味
関
心
が
な
い
」

な
ど
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
、
組
織
の
存
続
を
危
惧
す
る
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
世
代
交
代
ど
こ

ろ
か
、
超
高
齢
化
世
代
が
い
ま
だ
に

現
役
で
す
。

　

加
え
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
、
増

加
す
る
空
き
家
な
ど
地
域
の
空
洞
化

も
深
刻
で
す
。
と
は
い
え
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
志
向
で
は
地
域
の
活
性
化
は
望
め

ま
せ
ん
。
川
副
町
の
今
年
は
、
歴
史

的
に
記
録
、
記
憶
に
残
る
よ
う
な
年
で

す
。
母
校
・
中
川
副
小
学
校
は
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
、
日
々
実
行
委

員
会
で
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
談

義
中
で
す
。
そ
し
て
、「
佐
野
常
民
と

三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館
」
で
は
、

開
館
20
周
年
と
世
界
遺
産
登
録
10
周

年
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
企

画
記
念
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
だ
か
ら
こ
そ
地
域
住
民

と
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
時
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
校
区
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
積
極
的
に
係
わ
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
絆
づ
く
り
に
繋
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

４
月
15
日
佐
賀
新
聞

�
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

もしかして
フレイルかも? フレイルチェック !!フレイルチェック !!

□半年間で体重が 2 〜 3kg 減少した
□からだを動かすことが減った
□疲れやすくなった

□ が１〜２つ
フレイル予備軍
フレイルになる前の段階で
注意が必要です。

□ が３つ以上
フレイルかも？
フレイル予防を習慣化する
努力を始めましょう。

□ が０
健康です！
この状態を
維持しましょう

あなたの状態を
□ チェックして

みましょう !

□ペットボトルのふたを開けにくくなった
□�横断歩道を青信号のうちに渡りきるのが

難しくなった



佐 賀 市 老 連（17）第109号 令和7年9月

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

諸
富
で
イ
ベ
ン
ト

大
和
今
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
寿
会
が
育
て
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　

桜
の
名
所
で
あ

る
『
徐
福
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
』
に
あ

る
南
佐
賀
公
園
で

３
月
30
日
、
北
川

副
校
区
桜
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
た
。

　

桜
並
木
は
７
・
８
分
咲
き
を
迎
え
、

親
子
連
れ
な
ど
が
「
桜
の
ト
ン
ネ
ル
」

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

北
川
副
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催

し
、
北
川
副
校
区
老
連
の
会
員
も
参
加

し
焼
き
そ
ば
や
カ
レ
ー
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
な
ど
も
販
売
さ
れ
大
変
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。

　

３
月
29
日
か
ら
４
月
６
日
ま
で
の

間
、
北
川
副
桜
ま
つ
り
か
ら
東
へ
約
４

㌔
い
っ
た
徐
福
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
で

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

地
元
小
杭
地
区
の
環
境
美
化
に
繋
げ

よ
う
と
、「
諸
富
花
い
ち
も
ん
め
の
会
」

（
江
頭
正
迪
会
長
）
が
開
始
、
18
回
目

を
迎
え
た
。

　

初
日
の
29
日
は
、
昨
年
秋
に
球
根
植

え
を
手
伝
っ
た
諸
富
保
育
園
児
約
20
名

も
か
け
つ
け
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
」

な
ど
を
元
気
に
歌
っ
た
。

　

大
和
町
今
山

地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
福
寿

会
（
田
中
誠
会

長
）
で
は
、
会

員
19
名
が
毎
年

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
栽
培
し
て
い
る
。

　

１
５
０
m2
の
田
ん
ぼ
に
球
根
を
植

え
、
除
草
や
水
や
り
を
し
て
育
て
て
い

る
。
ま
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
周
り
に
は

約
３
５
０
本
の
パ
ン
ジ
ー
も
植
え
て
お

り
、
見
事
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
で
は
、

今
年
も
色
鮮
や
か
な
花
々
が
見
事
に
咲

き
誇
っ
て
い
た
。

北川副校区老人クラブ連合会
盛況！北川副桜まつり

東与賀校区老人クラブ
シチメンソウの海岸清掃活動

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
７
千
本
が
満
開

　

東
与
賀
海
岸
の
秋
の
風
物
詩
で
あ
る

シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
の
生
育
環
境
を
保
全
す

る
た
め
、
地
元
の
「
シ
チ
メ
ン
ソ
ウ
を

育
て
る
会(

石
丸
義
弘
会
長)

等
が
、

４
月
22
日
、
清
掃
活
動
を
実
施
し
た
。

　

例
年
、
秋
の
バ
ル
ー
ン
大
会
期
間
中

に
見
ご
ろ
と
な
る
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
、
シ

チ
メ
ン
ソ
ウ
を
育
て
る
会
の
会
員
や
地

元
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
常
日

頃
の
管
理
で
見
事
な
成
果
と
な
っ
て

い
る
。



佐 賀 市 老 連 第109号（18）令和7年9月

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
25
回『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会
』

　

令
和
７
年
３
月
１
日
（
土
）、
諸
富

文
化
体
育
館
ハ
ー
ト
フ
ル
で
『
第
25
回

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会
』
を
開
催
し

約
４
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー「
き
た
き
た
号
」

�

利
用
者
５
千
人
突
破

　

佐
賀
市
大
和
町
春
日
北
校
区
の
予
約

制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
き
た
き
た

号
」
の
利
用
者
が
令
和
７
年
３
月
下
旬

に
５
千
人
を
超
え
、
22
日
に
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。

　

大
和
町
も
平
成
17
年
10
月
に
佐
賀
市

に
合
併
は
し
た
も
の
の
、
佐
賀
市
営
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
合
併
先
ま
で
の

延
長
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
住
民
の
足

が
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
地
域
住

民
で
作
る
事
業
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た

も
の
で
あ
る
。
大
和
以
外
に
も
、
久
保

田
町
や
巨
勢
で
も
地
域
の
住
民
で
組
織

し
て
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
ど
こ
も
運
営
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

　

本
来
は
、
佐
賀
市
が
住
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
て
バ
ス
の
路
線
や
利
用
に
つ

い
て
も
っ
と
考
慮

し
て
バ
ス
事
業
を

展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
高
齢
者

に
対
し
て
有
効
な

施
策
を
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

江
頭
和
子
女
性
部
副
部
長
の
開
会
の

こ
と
ば
で
開
会
。
柿
内
紀
大
諸
富
町
老

連
会
長
あ
い
さ
つ
、
重
松
龍
子
女
性
部

長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
と
し
て
坂
井
英
隆

佐
賀
市
長
、
当
時
の
古
賀
一
彦
佐
賀
市

老
連
会
長
の
祝
辞
の
後
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
「
お
は
な
し
連
絡
会
Ｍ

ｏ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｍ
ｉ
」「
な
か
よ
し
保
育

園
」
か
ら
の
踊
り
が
あ
り
、
そ
の
後
、

９
地
区
よ
り
踊
り
・
体
操
・
歌
な
ど
の

演
芸
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
会
員
の
皆
様
た
ち

が
作
成
し
た
絵
画
・
写
真
・
書
・
手
芸
・

工
芸
等
見
事
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

江
原
女
性
部
副
部
長
よ
り
閉
会
の
こ

と
ば
が
あ
り
、
大
変
に
ぎ
わ
い
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

見事な作品が
ズラリ勢揃い！

《材料》
プレーンヨーグルト : 200g/ バナナ : 1 本 / キウイ : 1 個 / ブルーベリー :50g
ハチミツ : 小さじ 1/ ナッツ類（アレルギーがなければ）: 適量

《作り方》
①バナナとキウイを一口大にカットします。
②グラスにプレーンヨーグルトを入れ、その上にカットしたフルーツとブルー
ベリーを順に重ねます。
③最後にハチミツをかけ、お好みでナッツをトッピングして完成です。

《ポイント》
ヨーグルトは消化に良く、カルシウムも豊富です。フルーツでビタミン C や食
物繊維を摂取でき、ナッツで良質な脂質を補えます。

高齢者むけ健康レシピ！ ヨーグルトとフルーツのパフェ



佐 賀 市 老 連（19）第109号 令和7年9月

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

子
ど
も
見
守
り
活
動
で

�
元
気
い
っ
ぱ
い

エスプラッツ老人クラブ
会長

廣川　善雄

勧　興
　

勧
興
校
区
は
、
佐
賀
市
内
中
心
部

に
位
置
し
、
昔
か
ら
春
夏
秋
冬
い
ろ

い
ろ
な
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
商
店
街
が
活
気
に
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
私
は
佐
世
保
か
ら
転
居
し
、

早
25
年
に
な
り
ま
す
。
歴
史
的
に
教

育
に
熱
心
な
地
域
で
、
未
来
を
背
負

う
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
毎
朝
夕
指
定
の
と
こ
ろ
で
「
子

ど
も
見
守
り
活
動
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
朝
の
学
校
行
事
、

先
生
の
連
絡
事
項
を
聴
き
漏
ら
さ
な

い
よ
う
大
急
ぎ
で
登
校
し
て
い
ま
す
。

下
校
の
時
は
、
ク
ラ
ス
の
先
生
の
連

絡
の
違
い
で
差
が
あ
り
、
又
、
掃
除

場
所
・
部
活
に
よ
っ
て
下
校
時
間
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
を
中
心
に

�

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

高
木
瀬
校
区
老
連

高
木
3
区
長
生
会

�

会
長
　
上
野
　
正
博

高木瀬
　

最
初
は
老
人
ク
ラ
ブ
（
長
生
会
）
の

会
員
で
民
生
委
員
で
も
あ
っ
た
一
人
の

女
性
に
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

が
「
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
を
地
域
で
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。

　

女
性
は
こ
の
話
を
持
ち
帰
り
自
治
会

の
役
員
に
相
談
し
ま
し
た
が
、
問
題
は

誰
が
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
を
進
め
る
か

と
い
う
事
で
し
た
。
結
局
は
自
分
が
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
最
初
は

人
集
め
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
賛
同
し
、
や
る
気
の

あ
り
そ
う
な
人
を
一
人
ず
つ
口
説
い
て

10
人
の
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

名

称
を
み
ん
な
で
「
東
高
木
ハ
ッ
ピ
ー
カ

フ
ェ
」
と
名
付
け
て
、
10
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
10
人
の

う
ち
６
人
は
長
生
会
の
会
員
で
、
あ
と

は
40
歳
前
後
の
若
い
人
た
ち
で
し
た
。

　

具
体
的
な
進
め
方
と
し
て
は
、
長
生

会
と
自
治
会
が
後
援
と
し
、
市
社
協
、

校
区
社
協
、
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
等
々
の

協
力
を
取
り
付
け
て
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。場
所
は
東
高
木
自
治
公
民
館
、

開
催
日
は
年
6
回
で
奇
数
月
の
第
４
土

曜
日
午
前
10
時
か
ら
14
時
ま
で
と
し
、

内
容
は
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
て
そ
の
都
度

実
行
委
員
会
で
決
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

常
設
ブ
ー
ス
と
し
て
は
障
が
い
者
事

業
所
に
よ
る
野
菜
や
雑
貨
等
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
北
稜
高
校
生
に
よ
る
子

バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

　

早
く
自
宅
に
帰
り
た
い
と
小
走
り

の
子
ど
も
、
道
の
野
花
に
気
を
ひ
か

れ
、
道
草
す
る
子
ど
も
も
い
ま
す
が
、

「
見
守
り
活
動
の
服
」
を
見
れ
ば
、

安
心
感
が
出
て
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
顔
馴
染
み
に
な
れ
ば
、
元
気

な
子
ど
も
た
ち
か
ら
話
し
か
け
て
き

ま
す
。

　

雨
の
日
、
雪
の
日
、
風
の
強
い
日

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
元
気
な
子
ど

も
た
ち
と
会
え
る
こ
と
が
楽
し
く
今

日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
出
動
で
す
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
父
親
・

母
親
に
な
っ
た
と
き
今
、
私
が
思
っ

て
い
る
こ
と
が
輪
廻
し
て
い
く
こ
と

供
相
手
の
折
り
紙

や
お
絵
か
き
コ
ー

ナ
ー
、
さ
ら
に
は

保
健
師
の
資
格
を

持
つ
ベ
テ
ラ
ン
会

員
に
よ
る
健
康
相

談
・
お
た
っ
し
ゃ

本
舗
に
よ
る
福
祉

な
ん
で
も
相
談
、

そ
し
て
イ
ベ
ン
ト

は
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
詩
吟
、
子
供
落

語
、
同
好
会
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

謡
曲
等
の
ほ
か
近
所
の
薬
剤
師
に
よ
る

「
お
薬
の
話
」、
佐
賀
大
学
医
学
生
に
よ

る
ク
イ
ズ
や
楽
器
演
奏
、
城
北
中
学
校

合
唱
部
に
よ
る
合
唱
等
々
数
え
上
げ
れ

ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
参

加
者
の
評
判
は
上
々
で
す
。

　

地
域
へ
の
貢
献
と
し
て
始
め
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
で
し
た
が
、
始

め
て
８
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
コ
ロ
ナ
感

染
で
中
止
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
45
回

の
開
催
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
最

盛
期
に
は
参
加
者
１
５
６
名
を
記
録
し

ま
し
た
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
や
気
候

変
動
に
よ
る
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
80
名

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

常
連
参
加
者
か
ら
も
長
生
会
会
員
と
し

て
10
名
ほ
ど
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
に
根
付
い
た
活
動
と
し
て
地
区
の
住

民
に
も
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
1
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
長
生

会
と
自
治
会
有
志
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
行
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
皆
さ
ん

の
希
望
に
よ
り
来
年
か
ら
も
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
私
の
役

目
は
と
言
い
ま
す
と
い
つ
も
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
う
ろ
う
ろ
す
る
ば
か
り
で
す
。

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
。

※
輪
廻
と
は
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

バ
ル
ー
ン
と
と
も
に

�

お
も
て
な
し
の
心
で

嘉
瀬
校
区
老
連

�
副
会
長
　
荒
木
　
達
雄

嘉　瀬
　

嘉
瀬
川
上
空
に
色
鮮
や
か
な
熱
気
球

を
初
め
て
見
た
と
き
は
夢
を
見
て
い
る

よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
毎
年
、

気
球
の
数
が
増
え
、
昭
和
55
年
の
秋
に

は
嘉
瀬
川
河
川
敷
で
熱
気
球
大
会
が
始

ま
っ
た
。

　

そ
れ
を
見
に
来
る
観
客
も
増
え
「
観

客
の
た
め
に
何
か
お
も
て
な
し
を
し
よ

う
」
と
当
時
の
婦
人
会
を
中
心
に
し
た

人
々
が
会
場
近
く
の
道
路
や
空
き
地
に

花
を
植
え
た
り
、
草
花
を
植
え
た
プ
ラ

ン
タ
ー
を
並
べ
て
バ
ル
ー
ン
の
た
め
の

環
境
の
美
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

平
成
13
年
、
嘉
瀬
小
学
校
の
５
年
生

の
女
子
児
童
が
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
荘
訪

問
の
帰
り
道
「
こ
の
道
に
コ
ス
モ
ス
で

も
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
担
任
の
先
生

に
相
談
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
平
成
14
年
、
小
学
校
と
子
供
会
の
協

力
で
、
千
寿
荘
南
の
市
道
沿
い
に
長
さ

３
０
０
m
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
作
っ

た
。
11
月
に
開
催
さ
れ
る
大
会
に
あ
わ

せ
て
咲
く
よ
う
に
コ
ス
モ
ス
の
種
も
８

月
下
旬
に
蒔
い
た
。コ
ス
モ
ス
の
道
は
、

北
は
経
済
連
か
ら
森
林
公
園
ま
で
の
街

路
樹
の
下
と
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
（
千

寿
荘
南
の
市
道
）
を
経
て
南
は
十
五
地

区
と
新
町
を
結
ぶ
県
道
沿
い
の
農
道
と

３
５
０
０
ｍ
に
も
お
よ
ん
だ
。
ま
た
会

場
近
く
の
休
耕
田
に
バ
ル
ー
ン
の
形
に

咲
く
よ
う
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を
蒔
い

て
、
空
か
ら
も
見
え
る
よ
う
に
バ
ル
ー

ン
の
里
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
は
子
ど
も
ク
ラ
ブ
や

老
人
会
な
ど
の
有
志
で
行
っ
て
き
た
が

　令和7年度に100歳になられる会員の皆様へ
記念品を贈呈しました。（受付順）
※大正14年4月2日〜大正15年4月1日生まれの方

（敬称略）

令和 7年度　佐賀市老連

100 歳到達者紹介

100 歳到達者の皆さん
おめでとうございます

校　区 単位クラブ名 氏　名
中川副 吉村老人クラブ 糸山　チエ子
南川副 百々千会 古賀　靜江
若　楠 若宮クラブ 藤崎　トエ子
金　立 第３クラブ 大串　マサエ
金　立 第３クラブ 水田　まつ子
金　立 第５クラブ 内村　幸子
富士町 麻那古老人クラブ 吉原　ハル子
北川副 江上町長寿会 北島　絹重
蓮　池 芙蓉城西クラブ 小川　イク
循　誘 大財北部長寿会 山本　トモコ
勧　興 東大島老人クラブ 光武　竹一
勧　興 中町老人クラブ 青柳　松野
嘉　瀬 中原老人クラブ 村山　マツ子
神　野 東神野クラブ 中島　範三
神　野 東神野クラブ 北村　良子
神　野 夢咲クラブ 内田　布美枝
鍋　島 角目クラブ 山中　ツギヱ

こ
の
よ
う
な
事
業
は
町
を
上
げ
て
行
う

べ
き
と
の
こ
と
で
嘉
瀬
町
内
の
各
種
団

体
に
呼
び
掛
け
て
平
成
18
年
６
月
15
日

に
「
嘉
瀬
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
実
行

委
員
会
」
が
作
ら
れ
た
。
平
成
27
年
４

月
か
ら
は「
嘉
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

環
境
部
会
」
に
所
属
し
、
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　

現
在
は
千
寿
荘
前
の
花
壇
２
３
０
ｍ

と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
北
の
市
道
の
路
肩

に
森
林
公
園
ま
で
続
く
桜
並
木
を
平
成

26
年
と
27
年
に
植
樹
し
そ
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　

３
月
末
か
ら
４
月
初
め
の
千
寿
荘
前

の
市
道
は
南
側
の
花
壇
の
花
と
北
側
の

桜
並
木
の
花
の
眺
め
は
も
の
凄
く
き
れ

い
だ
と
感
じ
る
。

　

老
人
会
は
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
草
取

り
を
担
当
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
各
ク

ラ
ブ
が
３
か
月
に
１
回
（
単
位
ク
ラ
ブ

と
し
て
は
年
に
４
回
）
参
加
し
て
く
れ

れ
ば
草
取
り
は
十
分
で
あ
っ
た
が
次
第

に
会
員
の
減
少
や
高
齢
化
で
人
が
集
ま

ら
な
く
な
っ
て
、
３
分
の
１
の
ク
ラ
ブ

の
出
動
で
は
仕
事
が
で
き
な
い
と
の
意

見
が
あ
り
、
全
ク
ラ
ブ
を
二
つ
に
分
け

交
互
に
出
る
こ
と
で
人
手
不
足
の
解
消

を
図
っ
た
。
し
か
し
参
加
す
る
人
に

と
っ
て
は
２
か
月
に
１
回
出
る
こ
と
に

な
り
負
担
の
増
加
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
す
べ
て
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
す
べ
て
の
活
動
に
影
響
し
て

く
る
事
と
思
う
。
元
気
は
出
な
く
な
る

し
、
仲
間
は
増
え
な
い
、
悩
ま
し
い
こ

と
ば
か
り
。

祝！百寿
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佐賀市老連だよりクイズ佐賀市老連だよりクイズ
次の問題に答えてプレゼントを GET しよう！

《問　題》
難しい漢字クイズ第 1 問から第 5 問

《応募方法》
　ハガキまたは FAX、電子メールにて、クイズ
の回答、郵便番号、住所、氏名、老連だよりの
ご感想、ご意見を書いてご応募ください。

《応募締切》令和 7 年 11 月末日

お問い合わせ

〒 849-0919
佐賀市兵庫北三丁目 8 番 36 号
ほほえみ館 3 階

佐賀市老人クラブ連合会
FAX 0952-32-2565
E-mail  shirouren@car.ocn.ne.jp

読めたらすごい！

難しい漢字クイズ

【問題】
次の漢字を読んでみましょう。答えはすべて食べ物の
名前です。

【第１問】米、小麦ともに世界三大穀物

玉蜀黍
【第 4 問】香りが強く、スタミナ増進作用も !?

大　蒜
【第 2 問】南の島で多く栽培されます

甘　蕉
【第 5 問】細いものは夏によく食べられます

饂　飩
【第 3 問】果汁を発酵させてお酒にも

葡　萄

【第１問】箱 【第 2 門】聖 【第 3 門】椿 【第 4 門】霰 【第 5 門】鱈第108号の答え

地
域
の
き
ず
な
、

私
の
楽
し
い
長
寿
会（
老
人
会
）

久保泉町長寿会（老人会）
副会長
伊東　健児

久保泉
　

私
は
久
保
泉
町
長
寿
会
の
副
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
い
か
に
し
て
明
る
く
楽

し
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
を
会

長
の
指
導
の
下
で
常
に
考
え
て
行
動
し

て
い
ま
す
。

　

長
寿
会
で
は
役
員
会
・
理
事
会
を
開

催
し
令
和
7
年
5
月
29
日
に
は
、
年
次

総
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は

司
会
を
仰
せ
つ
か
り
、
来
賓
者
の
紹
介

な
ど
少
し
だ
け
緊
張
気
味
に
進
行
い
た

し
ま
し
た
。
議
事
進
行
は
も
う
一
人
の

副
会
長
に
お
願
い
し
無
事
に
総
会
が
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
行

事
で
す
。舞
踊
・
ウ
ク
レ
レ
・
歌
・
三
線
等
、

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
特

に
舞
踊
の
江
藤
新
平
は
身
体
中
に
そ
の

素
晴
ら
し
さ
が
伝
わ
り
感
激
し
ま
し
た
。

　

私
は
地
区
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
長
寿
会
に
入
っ

て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
老
後
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
く
、「
お
誘
い
パ
ン
フ
」

を
作
成
し
入
会
を
積
極
的
に
勧
め
て
い

き
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
に
は
9
時
か
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
一
喜
一
憂
の
動
き
が
素
晴
ら

し
く
、
ま
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
す
る
と
、

ほ
ん
の
少
し
の
賞
品
が
楽
し
み
で
す
。

　

毎
月
第
2
日
曜
日
は
11
時
か
ら
は
地

域
公
民
館
で
の
定
例
会
で
す
。
定
例
会

で
は
久
保
泉
町
長
寿
会
理
事
会
の
報
告
・

地
区
内
課
題
の
提
案
・
審
議
を
し
ま
す
。

定
例
会
で
は
、
今
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
や
っ
て
い
た
清
掃
奉
仕
（
庭
な

ど
の
草
刈
り
）
を
頼
み
や
す
い
よ
う
に

有
料
に
し
よ
う
と
い
う
案
が
出
て
可
決
。

そ
の
ル
ー
ル
は
、
一
部
を
長
寿
会
に
入

金
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
議
終
了

後
は
楽
し
く
食
事
会
で
す
。

　

食
事
前
に
は
、
み
ん
な
で
歌
「
幸
せ

な
ら
手
を
叩
こ
う
」、
手
拍
子
と
掛
け
声

で
の
「
笑
い
ヨ
ガ
」
等
を
行
い
、
食
事

後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

を
楽
し
く
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
、

笑
い
声
が
公
民
館
の
部
屋
中
に
こ
だ
ま

し
ま
す
。
地
区
内
で
は
75
歳
以
上
の
方

が
37
人
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
18
人

が
会
員
で
残
り
19
人
を
今
か
ら
勧
誘
を

し
て
い
き
ま
す
。
5
月
に
は
素
晴
ら
し

い
人
が
2
人
も
入
っ
て
い
た
だ
き
大
変

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
今

か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
軽
い
運
動
を
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
「
自
分
」
を
大
切
に
し
、
そ
し

て
「
家
族
」
を
大
切
に
し
、そ
の
上
「
地

域
」
を
大
切
に
し
、仕
事
を
頑
張
り
、「
長

寿
者
を
大
切
に
し
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

落
ち
着
き
ま
す
か
ね
。
最
後
に
、
地
域

一
人
ひ
と
り
が
主
役
、長
寿
会（
老
人
会
）

で
地
域
の
き
ず
な
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

前回号前回号
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会
の
現
状
と
今
後
の
課
題

みどり団地老人会
楽生会
会長

山上　　優

大和町
活
気
あ
ふ
れ
る

�

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
挑
戦

富士町老人クラブ連合会
会長

田中　　薫

富士町
　

富
士
校
区
と
佐
賀
市
の
他
の
校
区
と

の
大
き
な
違
い
は
佐
賀
市
の
面
積
の

33
％
を
占
め
る
中
に
４
月
時
点
の
人
口

は
３
０
９
６
人
で
、
高
齢
者
人
口
は

１
４
７
９
名
を
占
め
、
佐
賀
市
に
お
い

　

佐
賀
市
大
和
町
み
ど
り
団
地
は
昭

和
49
年
９
月
か
ら
51
年
３
月
に
か
け

て
１
０
５
戸
を
労
住
生
協
が
分
譲
し
、

近
辺
に
民
間
不
動
産
が
開
発
（
50
戸
程

度
）
し
て
出
来
た
全
戸
が
勤
労
者
の

団
地
で
す
。
54
年
10
月
に
は
団
地
で
、

子
供
会
・
老
人
会
を
発
足
し
、
老
人

会
の
名
称
を
「
楽
生
会
」
と
し
ま
し
た
。

て
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が
一
番
進
ん
で

い
る
地
域
で
す
。
高
齢
者
の
割
合
は
、

47
・
７
７
％
を
占
め
て
高
齢
化
率
は
令

和
６
年
よ
り
１
％
以
上
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
地

域
の
活
性
化
に
は
高
齢
者
の
活
動
な
く

し
て
地
域
の
活
性
化
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
及

び
富
士
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員

を
拝
命
し
、
役
員
全
員
が
初
め
て
で
何

も
わ
か
ら
ず
ど
う
し
た
ら
い
い
か
手
探

り
で
し
た
。
そ
の
中
で
町
老
連
の
今
ま

で
の
流
れ
や
経
緯
を
聞
き
な
が
ら
理
解

し
て
、
組
織
の
改
革
を
目
指
し
１
年
間

夢
中
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

富
士
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
合

併
前
に
は
地
域
の
有
力
者
を
中
心
に
33

自
治
会
中
25
の
自
治
会
で
22
の
単
位
ク

ラ
ブ
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
に
は
10
の
単
位
ク
ラ
ブ
ま
で
縮

小
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
前
役
員
の

努
力
で
令
和
４
年
度
の
10
ク
ラ
ブ
会
員

数
４
９
９
名
が
、
令
和
6
年
度
に
は
老

人
ク
ラ
ブ
は
11
ク
ラ
ブ
に
増
加
し
て
、

高
齢
者
１
４
８
１
人
中
、
町
老
連
会
員

は
５
２
０
名
に
拡
大
し
、
令
和
７
年
に

は
１
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
新
設
さ
れ
12

ク
ラ
ブ
に
な
り
会
員
数
は
５
２
６
名
に

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
未
加
入
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

加
入
さ
せ
る
た
め
に
活
動
を
始
め
ま
し

た
が
、
以
前
の
町
老
連
の
活
動
が
未
加

入
地
域
の
住
民
に
伝
わ
ら
な
く
て
町
老

連
へ
の
加
入
が
た
め
ら
わ
れ
て
い
ま
し

た
。「
町
老
連
へ
の
加
入
す
る
メ
リ
ッ

ト
な
ど
が
な
い
」「
提
出
書
類
が
大
変

で
あ
る
」「
町
老
連
の
活
動
が
見
え
な

い
」「
農
業
で
忙
し
く
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
は
出
来
な
い
」の
理
由
で
し
た
。

　

町
老
連
の
活
動
と
し
て
は
、
市
老
連

の
理
事
会
後
、
毎
月
三
役
会
議
・
役
員

会
を
実
施
し
て
市
老
連
か
ら
の
連
絡
事

項
や
地
域
の
他
団
体
の
活
動
と
の
協
同

　

当
時
、
世
帯
主
の
平
均
年
齢
は
45
歳

位
で
あ
り
ま
し
た
。
老
人
会
の
加
入

資
格
者
の
65
歳
以
上
は
60
名
程
度
の

人
数
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
考
で
す

が
、
60
年
頃
、
団
地
か
ら
春
日
小
学

校
に
通
う
子
供
数
は
１
４
０
人
程
度

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
代
会
長
だ
っ

た
高
山
会
長
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
老

人
会
は
、
団
地
か
ら
何
か
を
し
て
も

ら
う
の
で
は
無
く
、
団
地
や
住
民
に

何
か
を
す
る
老
人
会
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
力
強
く
語
ら
れ
た
こ
と
が

今
で
も
鮮
明
に
心
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。
当
時
の
老
人
会
は
子
供
の
通
学
・

下
校
の
見
守
り
や
、
会
員
の
安
否
確

認
の
た
め
に
定
例
会
へ
の
参
加
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
の
健
康
維
持
を

目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
団
地
の
年
齢
構
成
は
、
小

学
生
40
名
、
65
歳
以
上
は
団
地
住
民

の
半
数
以
上
に
あ
た
る
２
５
０
名
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
こ
の

こ
と
は
子
供
を
通
じ
て
の
親
同
士
の

繋
が
り
も
薄
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
会
員
数
で
す
が
正
確
な
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
が
30
名
台
に
て
推
移
し

て
、
私
が
３
年
前
に
会
長
に
就
任
し

て
以
来
、
新
規
会
員
加
入
が
無
く
頭

を
痛
め
て
い
ま
す
。

　

今
、「
楽
生
会
」
30
名
の
う
ち
、
15

名
程
は
毎
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
と
健
康
な
人
が
い
る
反
面
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も

数
人
お
ら
れ
会
員
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
の

会
員
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
所
属
す
る

大
和
町
老
連
で
も
毎
年
減
少
し
て
い

ま
す
し
、
市
老
連
で
も
毎
年
確
実
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
４
年
間
の
役
員

経
験
の
な
か
で
、
会
長
・
女
性
部
長
・

会
計
の
成
り
手
が
無
い
理
由
で
、
単

位
ク
ラ
ブ
自
体
が
解
散
し
、
そ
の
こ

と
が
大
幅
な
会
員
減
少
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
佐
賀
市
（
国
・
県
・
市
）
か

ら
の
補
助
金
を
頂
き
な
が
ら
恐
縮
で

す
が
、
会
計
処
理
の
簡
便
化
等
を
要

求
し
ま
す
。

　

私
は
超
高
齢
化
が
進
む
み
ど
り
団

地
で
は
老
人
会
「
楽
生
会
」
の
役
割

は
特
に
必
要
で
今
後
増
加
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
、
独
居
老
人
の
安
否
確
認
を

自
治
会
長
・
民
生
委
員
を
補
佐
す
る

「
楽
生
会
」
の
任
務
の
一
部
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ



佐 賀 市 老 連（23）第109号 令和7年9月

 神水川パークゴルフ場 神水川パークゴルフ場
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
課
題
等
を
共
有

し
て
い
く
よ
う
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

地
域
で
の
活
動
は
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
毎
に
実
施
し
て
お
り
、
地
区
の
神

社
・
公
民
館
の
清
掃
活
動
・
花
壇
の
整

備
・
定
例
会(

各
種
出
前
講
座)

・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
練
習
な
ど
の
行
事
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
自
治
会
長
会
か
ら
町
老

連
の
改
革
と
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ

と
で
富
士
町
に
お
け
る
町
老
連
の
存
在

を
認
め
て
も
ら
い
、
令
和
６
年
度
よ
り

助
成
金
を
貰
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
自

治
会
長
会
の
助
成
金
を
活
用
し
、
町
老

連
の
活
動
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
、
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
新
し
い
企

画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

①�

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
観
点
か
ら

九
州
有
数
の
神
水
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
利
用
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
神
水
川
公
園
協
議
会
と
共
催
で
６

月
13
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
75
名
（
男
性
59
名
・
女
性

16
名
）
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

会
員
相
互
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

中
に
は
、
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
一

日
プ
レ
ー
を
続
け
て
い
た
人
た
ち
も

い
ま
し
た
。

②�

町
老
連
の
活
動
を
地
域
住
民
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
富
士
公
民
館
・
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力
し
て
も

ら
い
佐
賀
大
学
落
語
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

「
笑
菱
会
」
の
落
語
寄
席
の
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

�
令
和
７
年
11
月
18
日
（
火
）
富
士
公

民
館
・
開
演
14
時
よ
り
１
時
間

③�

富
士
町
内
に
は
町
老
連
に
未
加
入
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
個

別
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
町
老
連
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
未
加

入
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
町
老
連
へ
の
加

入
や
新
規
老
人
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目

指
し
、
会
員
拡
大
に
努
め
る
た
め
５

月
よ
り
市
老
連
事
務
局
の
協
力
を
得

て
「
富
士
町
老
連
だ
よ
り
」
を
毎
月

発
行
し
て
自
治
会
長
会
を
通
じ
全
戸

配
布
を
始
め
ま
し
た
。

④�

会
員
が
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
地

区
外
に
出
か
け
食
事
や
買
い
物
を
す

る
「
買
い
物
ツ
ア
ー
」
を
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
協
力
で
７
月
よ
り
テ

ス
ト
運
営
を
行
い
ま
す
。

⑤�

生
活
用
品
な
ど
の
購
入
も
商
店
が
な

く
な
り
、
購
入
で
き
な
い
高
齢
者
の

た
め
巡
回
訪
問
販
売
も
企
画
し
て
い

く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
町
老
連
の

認
知
度
を
上
げ
未
加
入
老
人
ク
ラ
ブ
の

加
入
促
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
効
性
を

理
解
し
て
も
ら
い
、
新
規
組
織
の
立
ち

上
げ
を
行
い
会
員
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　

富
士
校
区
に
お
い
て
は
、
合
併
か
ら

20
年
を
迎
え
多
く
の
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
一
年
間
話
し
合
っ
て
き
た
こ

と
は
、
富
士
町
の
高
齢
者
の
一
番
の
問

題
は
、
交
通
の
不
便
さ
に
よ
る
交
通
難

民
問
題
で
す
。

　

広
い
地
域
に
集
落
が
点
在
し
て
お

り
、
交
通
網
が
な
け
れ
ば
高
齢
者
等
の

日
常
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い

く
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
出
来

な
い
の
で
町
内
の
各
種
団
体
と
協
力
し

て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
役
員
だ
け
で
考
え
る
の

で
は
な
く
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
関
心
の

高
い
こ
と
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
必
要
と
考
え
会
員
に
対
し
て
「
困
り

ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
、
そ

の
結
果
を
基
に
検
討
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
声

を
関
係
各
団
体
と
共
有
し
て
解
決
方
法

を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
地
域
の
活
性

化
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
む
地
域
社

会
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　令和 6年度の単位老人クラブへの補助
金の精算及び令和７年度の補助金の申請
の記載指導を 4月 7、9日と実施し、補
助金の適正使用について理解をいただい
た。佐賀市では会員数に応じて 4段階の
補助金となっている。

　なお、令和 6年度では 30 人未満 69
ク ラ ブ の 1,606,320 円、30 人 以 上
60 人 未 満 142 ク ラ ブの 6,611,520
円、60 人以上 90 人未満 23 クラブの
1,606,320 円、90 人以上 2 クラブの
186,240 円で合計 10,010,400 円の補
助金をいただいて活動している。会員が 30 人未満　　　　　　23,280 円

会員が 30 人以上 60 人未満　46,560 円
会員が 60 人以上 90 人未満　69,840 円
会員が 90 人以上　　　　　　93,120 円

単位老人クラブへの補助金精算単位老人クラブへの補助金精算
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

近
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
減
少

が
著
し
い
で
す
が
、
佐
賀
市
で
も

65
歳
以
上
の
人
口
で
加
入
率
が

11
・
57
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹
介
す

る
の
が
広
報
紙
で
あ
り
、
広
報
紙

の
在
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
広
報
紙
に
は

会
員
に
対
す
る
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

の
紹
介
が
あ
り
ま
す
が
、
未
加
入

者
へ
い
か
に
す
れ
ば
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
認
知
さ
れ
る
か
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
島
市
の
例
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
社
協
と
一
緒
に
発
行
し
て

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
未
加
入
者
が
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
理
解
す
る
一
つ
の
方
策
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

令
和
７
年
５
月
28
日
（
水
）、

佐
賀
市
民
運
動
広
場
で
令
和
7
年

度
の
佐
賀
市
老
連
女
性
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
た
。

　

26
校
区
老
連
中
、
25
校
区
が
参

加
し
、
女
性
理
事
チ
ー
ム
と
メ
モ

リ
ー
ド
チ
ー
ム
の
合
わ
せ
て
27

チ
ー
ム
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
。
今
大
会
で
メ
モ
リ
ー
ド
社

の
協
賛
に
よ
る
開
催
が
12
回
目
を

迎
え
た
。

　

青
空
の
も
と
元
気
に
プ
レ
ー
す

る
な
か
、
巨
勢
校
区
が
優
勝
、
ま

た
、
鍋
島
校
区
老
連
の
鶴
登
美
子

さ
ん
（
96
）
が
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
決
め
、

特
別
賞
が
贈
ら

れ
た
。
今
後
も

女
性
部
の
団
結

力
を
生
か
し
、

さ
ら
な
る
活
躍

を
遂
げ
ら
れ
る

こ
と
に
期
待
が

高
ま
っ
た
。

市老連女性グラウンド・ゴルフ大会

鶴登美子さんがホールインワン
96 歳！

優　勝 巨勢校区老連 189打

準優勝 高木瀬校区老連 197打

第 3 位 西川副校区老連 198打

第 4 位 大和町老連 198打

第 5 位 兵庫校区老連 199打

第 6 位 循誘校区老連 202打

第 7 位 新栄校区老連 211打

第 8 位 金立校区老連 211打

第 9 位 諸富町老連 211打

第10位 勧興校区老連 212打

大 会 結 果

優 勝優 勝
巨勢校区老連巨勢校区老連

特別賞特別賞
鶴登美子さん鶴登美子さん


